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対側尿管に転移 した腎癌の1例
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CONTRALATERAL URETERAL METASTASIS FROM 
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   A case of contralateral ureteral metastasis from renal cell carcinoma is reported. 
   A 52-year-old man underwent left nephrectomy for renal cell carcinoma of November 20, 1986. 

He was clinically asymptomatic for 4 years 8 months after the operation. He was admitted on 
August 14, 1991, because of right loin pain. Right retrograde pyelography and percutaneous 

pyelography showed  a filling defect in the right ureter at the level of L3. After the right ureter 
was explored, the tumor lesion of ureter was resected and end to end anastomosis of the  ureter 
was performed. Histopathologic examination showed a metastatic clear cell carcinoma consistent 
with a renal primary. 

   The contralateral ureteral metastasis from renal cell carcinoma is very rare and only 15 cases 
have been reported previously. 

                                                 (Acta Urol. Jpn. 38: 1171-1173, 1992) 
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緒 言

転移性尿管腫瘍は,比 較的稀な疾患 であ り,そ のな

かで も腎癌由来 のものは,さ らに稀である.今 回,わ

れれは腎癌摘出後,4年8カ 月後に,対 側尿管に転移

した腎癌の1例 を経験 したので,若 干の文献的考察を

加えて報告す る.

症 例

患者:52歳,男 性

主訴:右 腰背部痛

家族歴:特 記すべ きことな し

既往歴:十 二指腸潰瘍,尿 管結石

現病 歴:1986年9月ll日,当 院健診での超音波 検査

によ り左腎腫瘍を指摘 され たため,10月17日 当科受

診IVP,CT(Fig.1),血 管造影 にて左腎腫瘍 と診

断 した.胸 部X-P,腹 部CT,骨 シンチ グラムにて,

遠隔転移は認め られなか った.1986年11月20日,根 治

的左腎摘出術 お よび左腎茎部 リンパ節,労 大動脈 リン

パ節 郭清術を施行 した.

病理組織学的には,腎 細胞癌 で,充 実型,腺 管型,

嚢胞型,乳 頭型,淡 明細胞亜型,GI,INF一 α,pT3

pVOpNOpMO.腫 瘍は,腎 周囲脂肪 と腎孟周囲脂肪

への浸潤を認めた。左腎茎部 リソパ節,考 大動脈 リソ

パ節には転移 を認めなかった.

1990年7月 頃よ り軽 度の右背部痛出現す るも,腎 超

音波検査では異常所見を認 めなか った.1991年7月20

日,BUN31mg/dl,Cr3.2mg/dlと 腎機能障害を

認め,腎 超音波検査において水腎症を認めたため,精

査 目的に1991年8月14日 入院 した.

現症:身 長169cm,体 重63kg,胸 部打聴診上異常

な し.右 腎部に叩打痛 あ り,表 在 性 リソパ節 は 触 知

せず.

入院時検査成績=末 梢血液一般 検査,血 液生化学検

査では,BUN28mg/dl,Cr3.2mg/dlと 腎機能障

害を認 めた以外に とくに異 常所 見を 認め られ な か っ

た.検 尿沈渣正常.尿 細胞診=classL

入院後経過:胸 部単純撮影は,特 に異常所見を認め
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なか った.逆 行性腎孟造影で,上 部尿管に,下 方に凸

の陰影欠損像 を認めた.経 皮的腎孟造影では,高 度の

右水腎症 と上部尿管に2.5mm×1・5mmの 比較的辺

縁 平滑 な,陰 影欠損像を認めた(Fig・2).同 時に8

Frの ビッグ テール カテ ーテルにて,右 腎痕を造 設

した.CTで は,右 尿管の実質性の腫瘍を認め,後 腹

膜 リンパ節の腫脹は認め られ なか った.

以上 より右尿管腫瘍 と判断 し,手 術を施行 した,術

中,尿 管周囲お よび隣接臓器に,腫 瘍は認め られず,

また,明 らかな リソパ節腫脹 も認 め られなか った.術

中迅速病理検査では尿管切除断端に悪性細胞は認め ら

れなか った.単 腎であることを考慮 し,腫 瘍を含めた

尿管部分 切除術,尿 管端々吻合術を施行 した.

摘出標本は,24mm×13mm×12mmの 有茎性腫

Fig.3.Microscopicappearanceoftheureter

tumor.(H.E.×150)

瘍であ り,表 面平滑で,割 面は茶褐色,充 実性腫瘍で

あ った,

病理組織所見は,淡 明細胞亜型の腫瘍細胞 を認め,ζ

左腎癌細 胞と類似 していた(Fig・3)・ 左腎癌 の対側尿

管転移 と診断 した.

術後経過:術 後10日 目にはCr2.1と 改善 した.後

療法 として α一INF投 与を行 ってお り,1992年2月 現

在,転 移,再 発 の徴候は認め られない.

考 察

転移性尿管腫瘍は,比 較的稀な疾 患であ り,1909年

にStowl)が,最 初 の報告を してお り,そ の後1948年

にPresman&Ehrich2)は,37例,1970年 にScott

ら3)は,93例,1986年 にPetcrsenら4)は,約200例

を集計報告 している.

Presman&Ehrich2)は,転 移性尿管腫瘍の診断

基準 を,隣 接臓器に腫瘍 がな く,尿 管壁 内に悪性細胞

の認め られ ることが必要 である としてい る.自 験例 で

は,尿 管壁 内に腫瘍組織を認 め,周 囲組織 よ りの直接

浸潤は手 術所見 お よび病 理組 織学的 所見 よ り否 定さ

れ,こ の基準を満た してお り,腎 癌由来 の対側尿管へ

の転移性尿管腫瘍 と診断 した.

腎癌の対側 尿管へ の転移例は,1957年 にWechsler

&Spivack6)が 第1例 を報告 してお り,そ の後1989

年に榎並 ら5)が対側腎孟への転移症例2例5・7)を含む9

症例を報 してい る.そ の後の報告例8司2)を加え ると,

自験例は15例 目と思われる.

腎癌 の対側尿管への転移機序に関 しては,リ ンパ行

性,血 行性転移が報告 されている.

血行性転移については,Abeschousei3)は 腹部静脈

系では,左 側静脈優位 とい う解剖学的特 性 よ り,尿 管

転移 は静脈惟経路が最 も考 えやすい と述べてい る14).
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リソバ行性転移 につていは,尿 管あ るいは尿管周囲組

織 のリンパ管は,縦 に長 く連続を有 していない ともい

われ,こ の可能性は少ない とされて いるが,Presman

ら2)は,転 移性尿管癌 の近 くの リンパ管に腫瘍細胞 の

存在す る症例を報告 している14).

自験例は,周 囲 リンパ節 お よび尿管壁内の リンパ管

に腫瘍細胞を認 めなか った ことよ り,血 行性転移 と思

われるが,い ずれ にせ よ,腎 癌 の遠隔転移 の結果 とい

える.

腎癌 の対側尿 管へ の転移15例 を まとめる と年齢は,

52～74歳,男 女比etlo:5.原 発巣は左9,右6.転

移時の症状は乏尿,腎 不全10,腰 背部痛5,血 尿5で

あった.腎 摘か ら対側尿管への転移 までの期間は,同

[1寺性の1例15)を 除 き6ヵ 月～6年 であ った.腎 摘時の

stageが 明 らか な9例 では,6例 がpT3,4例 がpT4

であった.治 療 は,腎 機能保存 を 目的 として,腫 瘍摘

出術,尿 管再 吻合,尿 管皮膚痩,腎 痩造設が行われて

いる,転 帰は,経 過をみてい ると,生 存9,死 亡4,

不明1で あった.

結 語

左腎癌原発 の対側尿管転移症例 を報告 し,若 干の文

献的考察を加えた.
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